
筑波大学計算科学研究センター 平成２７年度学際共同利用 報告書 

受付 ID 15a-44 

分野 原子核 

原子核の超変形状態におけるクラスタ構造 

Cluster structures of superdeformed states in nuclei 

 

谷口 億宇 

日本医療科学大学保健医療学部 

 

１．研究目的 

原子核の励起による多彩な構造変化を微視的に明らかにすることを目的とした。特

に、超変形状態と呼ばれる長軸の長さが短軸の倍ほどになる大きく変形した状態や、

クラスタ状態と呼ばれる原子核が複数の塊に分かれた状態、さらにそれらの間の関係

を重点的に研究した。 

 

２．研究成果の内容 

35Clと 52Feについての研究を進めた。 

35Clにいくつもの変形状態が共存し、そのうちにクラスタ分解閾値の著しく異なる α-

31Pクラスタ構造と t-32Sクラスタ構造がどちらも結合することを示した。クラスタ構

造が現れる状態は、その分解閾値が重要であると考えられていたが、それよりも粒子

空孔配位などの他の要因が大きいことが分かった。 

52Feにオブレート（扁平）超変形状態が存在することを予言した。原子核の超変系状

態はプロレート（扁長）変形がオブレート変形よりも現れやすいとされてきたが、オ

ブレート超変形を含む多彩な構造が現れ得ることを示した。 

 

３．学際共同利用として実施した意義 

原子核の変形やクラスタ構造を微視的に扱うためには、それぞれの構造における陽子

や中性子の運動を表す必要があり、計算コストが高い。これを並列化により高速化し

た。計算の大部分は高性能な並列計算機である COMAを学際共同利用として使用し

て行った。研究の遂行に、学際共同利用は大きい役割を果たした。 

 

４．今後の展望 

変形状態にクラスタ構造が結合する現象は広い質量領域で現れることが示唆された。

さらに系統的な研究を行うことで、原子核を記述するのに重要な集団としての自由度

が明らかになる。 
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使用計算機 使用計算機に○ 配分リソース※ 

HA-PACS   
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COMA ○ 1440時間 

※配分リソースについては 32node換算時間をご記入ください。 

 


